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須
釜
中
学
校
新
校
舎
配
置
図

第
幻
田
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

と
第
お
回
村
民
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
、

6
月
9
日
村
民
グ
ラ

ン
ド

と
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
行
政
区
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
練
習
の

成
果
を
競
い
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー

が
続
出
す
る
な
ど
、
白
熱
し
た
試
合

を
展
開
。
熱
戦
の
中
に
き
わ
や
か
な

き
ま
っ
た
、
ス
ク
イ
ズ

汗
が
光

つ
で
い
ま
し
た
。

入
賞
し
た
チ

i
ム
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
上
位
各
2
チ
l
ム
は
県
民

ス
ポ
ー
ツ
石
川
地
区
大
会
へ
出
場
し

ま
す
口

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

中

チ

l
ム

準
優
勝
岩
法
寺
チ

l
ム

三

位

小

高

チ

l
ム

。

川

辺

チ

l
ム

・
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優

勝

小

高

チ

i
ム

準

優

勝

中

チ

i
ム

三

位

山

小

農
チ
l
ム

⑧ 

J
h
u
年
ぶ
り
の
優
勝
に

喜
び
も
ひ
と
し
お
の
し

中
小チ

針よ
平
ミ'.b.
Jロ
さ
九

中
チ

l
ム
の
優
勝
は

5
年
ぶ
り、

昨
年
は
三
位
だ
っ
た
だ
け
に
感
激
は

ひ
と
し
お
で
し
た
。

準
決
勝
で
川
辺
チ

l
ム
と
あ
た
り

昨
年
の
雪
辱
を
は
ら
せ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
が

一
丸
と
な

っ
て
、
勝
ち

上
が
る
ご
と
に
一
人
一
人
の
調
子
も

上
が
り
エ
ラ
ー
も
少
な
く
な
っ
た
こ

と
と
、
区
役
員
の
方
々
の
力
添
え
や

区
の
応
援
が
、
今
回
の
勝
利
の
要
因

6
月
弘
日
午
前
9
時
鉛
分
か
ら
須

釜
中
学
校
の
新
校
舎
建
築
安
全
祈
願

祭
が
、
昨
年
度
造
成
さ
れ
た
建
設
予

定
地
で
行
わ
れ
、
関
係
者
初
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
で
は
神
事
に
続
い
て

車
田
村
長
、
(
株
)
清
水
公
夫
研
究
所

所
長
、
水
谷
磯
雄
水
谷
工
業
(
株
)
代

ノ
2
わ

表
取
締
役
が
鍬
入
れ
、
ま
た
、
出
席

者
が
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
て
工
事
の
無

事
完
成
を
祈
願
し
ま
し
た
。

新
校
舎
は
鈴
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
て
、
床
面
積
が

2
、
7
6
1
2
m

で
食
堂
一
や
多
目
的
ホ

l
ル
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
教
室
も
設
置
さ
れ
ま
す

D

工
事
は
本
体
施
工
と
給
排
水
設
備

は
水
谷
工
業
が

4
億
9
、
4
4
0
万

円
で
、
電
気
設
備
は
大
平
電
気
郡
山

営
業
所
が

4
、
9
4
4
万
円
で
請
け

負
い
、
平
成

4
年
3
月
中
旬
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
今
後
は
、
平
成

4
年
度

に
体
育
館
建
設
、

5
年
度
に
現
校
舎

の
場
所
に
グ
ラ
ン
ド
を
造
成
し
ま
す
口

だ
と
思
い
ま
す
。

次
は
郡
大
会
で
す
が
「
ま
ず
一
勝

そ
し
で
上
位
」
を
目
標
に
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
勝
ち
取
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

寸
回
一
小
中
大
会
出
場
を

目
標
に
し
た
い
し

小
高
チ

i
ム

車

田

豊

子
さ
ん

四
試
合
と
も
白
熱
し
た
試
合
で
、

苦
戦
し
て
や
っ
と
出
来
た
優
勝
で
す

壬凡
日又

泉
中
学
校
の
体
育
館

建
設
安
全
祈
願
祭
は
同

日
午
前
日
時
か
ら
問
校

校
舎
北
側
の
現
地
で
行

わ
れ
、
車
田
村
長
ら
が

無
事
完
成
を
祈
り
鍬
入

れ
を
し
ま
し
た
。

2 

;:e;三
月/は、

体
育
館
は
鉄
骨
造
り

平
雇
建
て
一
部
鉄
筋

コ

ン
ク
リ
ー
ト
、

床
面
積

5
1
0
2
m
で、

ア
リ
ー
ナ
(運
動
場
)
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

A
Y

、

通

、

・刀
1
i

ほ
か
、

も
で
き
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
も
造
ら
れ
ま
す
。
請

負
業
者
は
(
資
)
城
野
組
で
工

事
費
は

2
億
8
、
0
1
6
万

円
。
来
春
3
月
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
c

の
で
喜
び
も
大
き
い
で
す
。

根
気
強
く
頑
張
っ
た
あ
の
試
合
の

こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
試
合
に
生
か
し

で
、
で
き
た
ら
石
川
地
区
大
会
で
上
位

入
賞
し
て
、
県
中
大
会
に
出
場
し
た
い

と
大
き
な
希
望
を
も
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
チ
!
ム
は
昨
年
の
秋
か

ら
コ
ー
チ
を
迎
え
、
選
手
も
若
返
り
、

毎
逓
土
曜
日
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま

す。
私
た
ち
と
一
緒
に
プ

レ
ー
し
て
く

れ
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ずl
y
a国

安全は

「ゆっ

--

子
供
た
ち
が
楽
し
み
に
し
で
い
る
要
休
み
、
車
で
海
や
山
へ
出

か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
同
時
に
暑
さ
や
行
楽
疲
れ
に
よ

る
事
故
、
衰
の
解
放
感
か
ら
く
る
若
者
の
無
謀
運
転
な
ど
が
多
発

し
ま
す
。
事
故
の
多
い
こ
の
期
間
、

7
月
幻
白
か
ら

8
月
加
日
ま
で

要
の
突
通
事
故
妨
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ゆ

と
り
を
も
っ
て
突
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
楽
し
い
一
塁
を
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。

運

動

の

重

①
過
労
(
い
ね
む
り
)

交
通
事
故
防
止

②
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
青
少
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
防

止④
シ

i
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

運
転
に
よ
る

占

⑤
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

⑤
違
法
駐
車
・
青
空
駐
車
の
追
放

た
だ
で
さ
え
体
力
が
消
耗
し
や
す

い
菱
c

行
楽
な
ど
長
距
離
運
転
は
疲

れ
が
重
な
り
ま
す
。
眠
く
な
っ
た
ら

献
血
ゴ

3
年
度
の
目
標
は

5
6
6本

@
咋
年
度
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
村
の
献
血
自
標
本
数

5
1
6
本

を
上
回
る

5
6
7
本
の
献
血
が
あ
り
、

1
0
2
・
8
%
の
達
成
率
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
3
年
度
の
目
標
は

5
6

6
本
で
す
c

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4
月
沌
自
に
行
わ
れ
た
献
血
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
は

1
7
6

人
。
多
く
の
方
々
の
善
意
に
心
か
ら

感
謝
い
た
し
ま
す
凸
(
敬
称
略
)
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長

沢
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生

山
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彦
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出

真
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清

松
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沢
克
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辺
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山
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須
釜
勝
徳
添
田
文
子

根
本
志
朗
池
亀
塘
之
稲
川
と
く

子

中

島

敏

光

新

国

側

男

小

林

タ
ツ
子
添
田
晴
彦
金
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彦
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松
崎
和
代
田
中
慎
也
遠
藤
雅
之

村
上
賢
次
郎
大
和
田
広
美
曲
山

浩
三
小
林
奈
糞
緒
影
山
治
徳

武
藤
和
男
小
松
初
江
佐
藤
富
美

塩
田
明
美
小
針
恵
津
子
柳
沼
賢

治

松

本

良

一

鈴

木

理

恵

小

林

正

男

安

田

洋

子

磯

白

勝

寿

宮

部

京

子

渡

辺

敏

豊

田

聡

美

熊
谷
時
男
熊
田
洋
子
脊
賀
久
雄

平

票

智

鈴

木

裕

一

渡

辺

貴

光

町
田
ナ
ツ
子
関
根
み
ゆ
き
大
和

田
美
江
子
大
野
直
子
相
楽
か
台

り

田

中

明

宏

千

原

康

史

瀬

谷

武

寿

鈴

木

恒

子

須

藤

安

昭

五

十
嵐
憲
一
三
吉
春
子
柴
田
ょ
っ

子

有

賀

貞

代

水

野

え

つ

子

西

牧
ミ
ヨ
子
角
田
智
久
渡
辺
朱
美

佐
久
間
孝
子
村
越
美
江
子
山
田

百

合

子

福

田

靖

行

添

田

亮

高
原
登
紀
子
白
石
み
さ
え
円
谷

裕

美

新

田

裕

子

富

永

和

代

会

田

良

子

鈴

木

史

明

半

沢

誠

佐
久
間
和
男
小
針
仁
一
瀬
和
幸

男

遠

藤

宇

子

吉

田

今

朝

雄

小

林
京
子
関
部
和
洋
瀬
谷
悦
子

北

俊

浩

司

関

根

節

夫

中

村

清

渡

辺

浩

一

森

和

子

増

谷

春

男

須
釜
昭
典
添
田
勝
秋
曲
山
正
美

相

楽

次

雄

円

谷

信

明

失

吹

司

中
三
川
俊
雄
矢
吹
伴
栄

岡
部
久
美
小
針
美
代
子
須
田
清

美

金

森

香

織

諸

問

重

別

相

楽

千
枝
子
山
口
昭
三
大
竹
て
る
み

溝
井
さ
ち
子
小
林
律
子
坂
本
百

合

恵

羽

賀

初

子

村

越

明

子

箭

内
俊
幸
鈴
木
正
勅
榊
技
栄
子

鈴
木
広
和
湯
沢
恵
子
増
子
幸
一

大

竹

正

照

山

口

泉

荻

田

宏

面
川
秀
子
佐
藤
忠
志
吉
田
ま
ゆ

み

曲

山

孝

幸

大

槻

亮

草
野
義
一
層
森
博
小
針
康
敬

塩
沢
直
一
須
田
潤
一
三
吉
隆
之

大
野
賢
一
仁
井
田
糧
増
子
や
え

子

吉

田

み

ど

り

小

針

愛

子

鈴

木
健
一
草
野
正
博
遠
藤
豊
子

矢
部
美
枝
子
瀬
谷
一
房
之
小
針
タ

カ

子

溝

井

陳

彦

矢

部

玄

幸

永

林
恵
治
佐
藤
恵
美
子
丹
内
一
彦

車
田
光
子
増
子
貞
美
溝
井
正
治

車
田
滑
子
高
林
重
和
熊
田
富
一

溝

井

浩

一

森

清

重

岩

谷

ミ

サ

ヲ

塩

沢

勝

巳

石

森

春

男

塩

沢

邦
章
大
竹
健
二
久
保
木
徳
雄

曲
山
知
賀
子
溝
井
康
夫
小
針
達

夫
小
針
武
彦
野
口
サ
ツ
子

@
太
字
は

4
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
患
者

無
理
を
し
な
い
で
休
憩
し
ま
し
ょ
う
0

・
急
が
ナ
イ
・
無
理
し
ナ
イ
@
気
を

抜
か
ナ
イ
の
三
ナ
イ
運
転
を
心
が
け

て
下
さ
い
。

子

り

想、

夏
休
み
は
塵
外
で
遊
ぷ
子
供
が
多

く
な
り
事
故
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

子
供
の
交
通
事
故
の
原
因
は
寸
飛
び

出
し
・
自
動
車
の
直
前
産
後
の
横
断
・

路
上
で
の
遊
び
」
な
ど
で
す
。
危
険

な
行
為
を
見
か
け
た
ら
、
怒
ら
ず
に

適
切
な
注
意
を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

お
年
寄
り
は
心
身
の
衰
え
か
ら
耳
が

遠
く
な
っ
た
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
鈍

く
な
る
な
ど
の
特
性
が
あ
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
お
年
寄
り
も
こ
の
神

性
を
認
識
し
、
お
互
い
に
気
を
つ
け

て
下
き
い
。

ト

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
交
通
事
故
か
ら

命
を
守
る

N

命
の
網
H

で
す
。
四
輪

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

の
う
ち
花
・
3
%
の
人
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
中

で
シ

i
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
れ
ば
助

か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
人
は
鈎
・

9

%
。
シ
!
ト
ベ
ル
ト
は
命
を
守
る
大

事
な
綱
、
で
も
忘
れ
ず
に
締
め

ま
し
ょ
う
。

4 

好
奇
心

故

「
無
免
許
運
転
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
、

信
号
無
視
」
こ
れ
は
青
少
年
運
転
者

の
違
反
ワ
ー
ス
ト
ス
リ
ー
で
す
。
夏

休
み
と
い
う
解
放
感
か
ら
子
供
た
ち

は
嫌
々
な
好
奇
心
を
も
ち
ま
す
「
ち

ょ
っ
と
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
み
た
い
」

が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

・
。
子
供
た
ち
の
行
動
を
注
意

深
く
見
つ
め
た
い
も
の
で
す
c

夜
間
は

に
注
意

夏
ま
つ
り
や
花
火
大
会
、
盆
踊
り

な
ど
夏
の
夜
は
特
に
外
出
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
は
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
お

互
い
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
明
る
い

服
装
を
し
、
夜
光
反
射
材
の
利
用
、

ラ
イ
ト
の
点
灯
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
は
、
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯

し
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に
運
転
し

キ
?
し
ょ
ト
フ
。

危
険

駐
車

急
な
カ

i
ブ
や
狭
い
道
路
で
の
路

上
駐
車
。
村
で
の
駐
車
禁
止
区
域
は

わ
ず
か
で
す
が
路
上
駐
車
を
し
て
は

危
険
な
箇
所
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
路

上
駐
車
は
、
通
行
の
妨
げ
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
交
通
事
故
の
引
き
金

に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

次の日程て献血車が来村します。あなたの愛を分けて下

さい。

9B寺30分~11時45分

玉

13時30分~14時40分

14時50分~17時00分

12時00分~12時30分

福島空港共同企業体

奥野電気株式会社

駒木根工業株式会社

揺島工場

土器役ネt

工事現場

}II 

っ
ハ
イ
、
に
ぎ
っ
た
り
、
開
い
た
り
し
て
下
さ
い
」

5 



平成 3年 7丹広報たまかわ

玉川-小が大活躍

石川地方子供自転車大会

第13回石川地方交通安全子供自転車大会て玉11/第一

小学校の子供たちが、国体の部て優勝・準擾勝、個人

の部ても上位を独占する成積をおさめました。

古殿町の田口小学校て行われた大会には管内 g小学

校から12チーム60人が出場。団体の部上位2チーム(玉

一小品・ B) は、県南方部大会に出場します。

輪
車
で
広
が
る

交

流

の

輪

四
辻
分
校
の
児
童
お
人
と
西
会
津
町
立
野
沢

小
学
校
の
児
童
代
表
幻
人
が
、
四
辻
新
田
区
民

グ
ラ
ン
ド
で
一
輪
車
に
よ
る
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
口
野
沢
小
で
は
昨
年
か
ら
本
格
的
に
一
輪

車
を
取
り
入
れ
て
わ
り
、
四
辻
分
校
の
技
術
を

見
習
お
う
と
手
紙
で
連
絡
を
取
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
交
流
会
を
開
催
。
手
を
つ
な
い
で
一
緒

に
一
輪
車
に
乗
る
子
供
た
ち
は
、
と
て
も
い
き

い
き
し
て
い
ま
し
た
。

平成 3年7月広報たまかわ

泉

農

協

の

ト

マ

ト

部

会

お

名

)

が
、
国
道

1
1
8
号
線
沿
の
泉
農
協
ス

タ
ン
ド
わ
き
に
無
人
販
売
所
を
設
置
し

ま
し
た
。
-
袋

1
0
0
円
で
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
・
い
ん
げ
ん
な
ど
季
節
の
野

菜
が
い
っ
ぱ
い
。
新
鮮
な
野
菜
が
安
く

買
え
る
と
あ
っ
て
評
判
も
よ
く
、
日
月

下
旬
ま
で
設
置
す
る
そ
う
で
す
。

新
鮮
で
¥
お
い
し
い
野
菜
を

無
人
販
売
所
が
お
目
見
え

玉川山野草会主催の第22回ウチョ

ウラン、山野草震が村就業改善セン

ターて行われました。ウチョウラン

一般①部ては最!憂秀賞(民報社賞)(こ

奥野間部さんの作品が入賞。丹精を

込めて 9年間育てた作品との事て、

喜びもひとしおのようでした。

9年目の作品が入賞

6 

島
原
を
救
え

村
商
工
会
が
義
援
金
な
ど

雲
仙
岳
の
噴
火
で
大
き
な
被
害
が
で
で
け
い

る
島
原
市
に
、
玉
川
村
高
工
会
が
、
玉
川
郵

便
局
を
通
じ
て
義
援
金
と
シ

i
ツ
や
タ
オ
ル

ケ
ッ
ト
を
送
り
ま
し
た

G

義
援
金
は
商
工
会
な
ど
の
窓
口
に
設
け
で

わ
凶
た
募
金
箱
か
ら
と
、
職
員
の
方
が
募
金

を
募
っ
た
も
の
で
全
部
で

4
万
円
。
ま
た
、

シ
i
ツ
や
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト

1
2
0
点
は
婦
人

部
の
方
々
が
持
ち
寄
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
義
援
金
は
個
人
で
送
っ
た
方
も
何

人
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

大
切
に
使
わ
せ
て

い

た

だ

き

ま

す

竹
ぼ
う
き
一

O
O本
を
寄
贈

中
の
小
針
守
次
さ
ん
は
、
こ
の

ほ
ど
手
作
り
の
竹
ぼ
う
き

1
0
0

本
を
村
内
の
各
小
中
学
校
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

自
分
で
時
間
を
み
つ
け
て
は

1

本

1
本
手
作
り
で

1
年
間
か
け
て

作
っ
た
竹
ぼ
う
き
口
大
切
に
使
っ

て
学
校
を
き
れ
い
に
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
む

7 



平成 3年7月広報たまかわ

平成3年7月広報たまかわ

子供や孫へのと贈り物ミ

お互いの力でまちづくり③

「目的と手段を

取り違えていませんかJ

物
を
つ
く
る
こ
と
は

あ
く
ま
で
も
「
手
段
」

ひ
と
こ
ろ
二
村
一
品
運
動
H

が
盛
ん
で
、
全
国
各
地
で
、
物
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
を
活

性
化
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ご
の
場
合
、
物
を
つ

います。

製品安全協会では誤使用を防止するための読本を作

成していますので、一例をご紹介します。

手軽て便手防ガスライター

一一-C<D， -f:sトJ つど工注意き一一
事例 1 車のタッシユボードの上(こライタを置いて

駐車。およそ30分ほどたってもどり、運転席てつれが

乗り込むのを待っていたところ突然パシッという音が

してライタが破裂し、破片て顔と右腕に切傷。車が置

かれた場所は直射日光が照りつける場所て当日は力ン

力ン照り。車内はムツとする暑さでした。

原因は密跨された車内の温度が上昇しているうえに、

黒っぽいタッシュボードに直接日光が当って異状な高

温{こなりライヲにか力、つ?こ圧力ガ高くなっTこ?こめて唱す。

事例 2 花火を楽しもうとしてライタて点火したと

ころ点火と同憶に炎が飛ひ散ってピックリ。

事例 3 花火に点火したところ空気がパァーッと出

てきた感じて右手親指をやけど。

原因はいずれもライタの火て点火された花火の炎が

ライタの風防周囲に吹きついたものです。

SGマークは、通商産業大臣が承認した安

全性の高い製品につけられています。しかし、

このマークがついている製品て・も誤った使い

方をすると、とても危険なものになってしま

一国
建
設
省
で
は
阿
武
隈
川
上
流
で
、

洪
水
時
に
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
区
域

な
ど
を
示
し
た
「
直
轄
河
川
防
御
対

象
氾
濫
区
域
図
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

玉
川
村
で
は
約

u
h
が
こ
の
区
域

に
入

っ
て
い
ま
す
。
入
手
ご
希
望
の

方
は
、
次
の
場
所
で
無
料
配
布
し
て

い
ま
す

D

玉
川
村
役
場
建
設
課

宮
町

i
3
1
0
1
内
線
お
・
お
番

建
設
省
郡
山
出
張
所

告

0
2
4
9
l
m
3
5
5
1

く
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
「
手
段
」

で
あ
り
、
本
来
の

「目
的
」
は
自
分

た
ち
の
住
む
ま
ち
を
よ
く
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
物
を
つ
く
る
こ
と
で

お
金
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
く
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
物
ゃつ
く
り
が
目
的
に

な
っ
て
し
ま
う
。
肝
心
の
、
ま
ち
を

良
く
し
よ
う
と
い
う
自
的
が
、
な
い

が
し
ろ
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
自

的
と
手
段
と
を
取
り
違
え
た
た
め
に
、

せ
っ
か
く
の
ま
ち
守
つ
く
り
へ
の
情
熱

が
と
ん
で
も
な
い
方
向
に
い
っ
て
し

ま
い
、
結
果
的
に
失
敗
に
終
わ
っ
た

ケ
ー
ス
が
、
実
は
多
い
の
で
す。

「
町
民
の
食
生
活
を

豊
か
に
し
よ
う
」

北
海
道
の
十
勝
平
野
に
あ
る
池
田

町
は
、
自
治
体
が
ワ
イ
ン
づ
く
り
を

し
た
こ
と
で
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
c

一
村
一
品
運
動
の
元
祖
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
一
ニ
十
数
年
前
の
池
田
町

は
、
何
年
も
の
間
凶
作
に
あ
え
ぎ
、

食
べ
る
こ
と
に
さ
え
、
汲
々
と
し
て
い

ま
し
た
。
会
社
で
い
う
と
、
倒
産
寸

前
と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。

昭
和
三
十
二
年
、
こ
の
町
に
三
十

七
歳
の
町
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

の
若
き
町
長
が
、
ま
ず
脳
裏
に
浮
か

べ
た
の
は
、
「
何
と
し
て
も
町
民
の
食

生
活
を
豊
か
に
し
よ
う
」
と
勺
つ
こ

と
で
し
た
。

6
月

M
E
か
ら
福
島
双
羽
電
機

(
株
)
前
に
郵
便
差
出
し
用
の
ポ
ス
ト

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
開
函
時
間
は
、

平
日
・
土
曜
日
日
時

ω分
頃

日

曜

日

日

時

日

分

頃

ど
う
ぞ
御
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
暑
中
見
舞
い
ハ
ガ
キ
山
か

を
発
売
中
で
す
。

も
め

i
る
H

日
頃
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
方
々
、

な
つ
か
し
い
人
、
遠
く
に
い
る
友
人

に
ペ
ン
を
と
つ
で
み
て
は
ど
う
で
し

よ
炉っ
か
。

ての目
、をで、白

山つ、的

ブふとflIJを
ドさ長 し
ウにはつ
か眺、か

らめ a!1り
ワま田も
イし slJ つ

ンたにた
を。あ自
っそるら
くしもの

る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
当
時
、
自
治
体
が
ワ
イ

ン
吋つ
く
り
を
す
る
な
ど
と
ん
で
も
な

い
こ
と
で
、
非
難
の
声
も
あ
が
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
め
げ
ず

ワ
イ
ン
を
つ
く
り
ま
し
た
。

最
初
は
さ
っ
ぱ
り
売
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
や
が
て
評
判
が
高
ま
り
、

徐
々
に
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
池
田
町
は
ワ
イ
ン
ゃ
つ
く
り
は
手

段
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
目
的
は
「
食

生
活
豊
か
な
ま
ち
守
つ
く
り
」
に
あ
る

こ
と
を
、
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
い
ま

し
た
。

大
三
勺
に
、

ワ
イ
ン
と
い
う
手

段
と
、
ほ
か
の
い
く
つ
か
の
手
段
と

を
掛
け
合
わ
せ
た
の
で
す
。

「
手
段
」
を
掛
け
算
し
て

目

的

を

達

成

こ
の
町
は
酪
農
の
町

で
、
牛
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

で
ア
イ
デ
ア
町
長
は
、

ヒ
ラ
メ
キ
を
感
じ
、

も
と
も
と
、

ス
テ
ー
キ
に

な
ん
と
町
営
の

レ
ス
ト

ラ
ン
を
つ
く
っ
た
の
で
す
口

い
ま
で
は
池
田
町
は
、
東
京
に
三
軒

の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
池
田
町
は
、

ワ
イ
ン

×
ス
テ
ー
キ
×
レ
ス
ト
ラ
ン
と
、
手

段
を
掛
け
算
し
て
住
民
の
暮
ら
し
を

手
、こ

事故を紡ぐために

・子供の手にふれないようにする

こと。

@直射日光や高温の場所および火

気のそばにおかないこと。

.t.こはこの点火だけに使うこと。

また、消火を確認すること。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
(
市
町

村
振
興
宝
く
じ
)
の
予
約
申
込
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
賞
金
は
、

一
等
前
後

賞
合
わ
せ
て
一
億
円
で
す
。

宝
く
ビ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
災

害
対
策
と
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く

り
等
に
使
わ
れ
、
村
で
も
屋
外
用
テ
ン

ト
な
ど
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
の
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
7
月
お
日
(
火
)
の
新
聞
紙
上
に
発

表
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
夢
、

み
て
み
ま
せ
ん
か
c

向
上
さ
せ
、
当
初
の
目
的
を
達
成

し
た
の
で
す
。

人
生
を
、だ
め
に
し
た
人
が
い
ま

す
。
目
的
と
手
段
を
は
き
違
え
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
場
合
が
多

い

よ
う
で
す
。
ま
ち
ゃ
つ
く
り
も
同
じ

で
す
。
あ
く
ま
で
も
自
分
た
ち
の

ま
ち
を
よ
く
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
手
段
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
を
よ
く
わ
き

ま
え
て
か
か
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

福
島
県
養
鶏
試
験
場
で
は
、
優
良

国
産
鶏
の
ひ
な
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い

ま
す
。

*
銘
柄
と
特
長

O
福
島
ク
ロ
ス

P

卵
性
が
高
く
、

経
営
向
き

厳
冬
期
で
も
産

ケ
l
ジ
飼
い
の
大
型

。
福
島
ク
ロ
ス

P
ブ

ラ

ウ

ン

温

順

強
健
で
人
に
良
く
な
れ
、
赤
玉
卵
を

安
定
生
卵
、
平
飼
い
や
放
し
飼
い
に

も
適
す
る
。

*
価
格
ひ
な
の
日
齢
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
希
望
譲
渡
日
の

5
週
間
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

詳
し
く
は
申
込
先
ま
で

申
込
先
最
寄
り
の
農
協
か
県
養
鶏

試
験
場
包
0
2
4
9
i
m
-
-
6
7
8

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
建
設

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作
っ
た

「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
を
ご

存
じ
で
す
か
。

こ
の
制
度
の
神
色
は
、
一
般
の
退

職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を

や
め
た
時
に
支
払
わ
れ
る
退
職
金
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
建
設
業
と
い
う
一

つ
の
業
種
の
中
で
働
い
で

い
た
問
、

事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
全
部
を

通
算
し
て
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
建
設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金

制
度
で
す
D

退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か
ら

確
実
、
安
全
で
、
極
め
て
有
利
な
利

回
り
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
c

現
在
、
全
国
で
日
万
の
事
業
主
、

1
7
8
万
人
の
労
働
者
が
こ
の
制
度

に
加
入
し
積
立
て
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
す
で
に
日
方
人
の
労
働
者

が
退
職
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
額
は

1
、
4
5
6
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

平
成

3
年

7
月
1
日
か
ら
は
、
掛

金
目
額
が
引
き
上
げ
と
な
り
退
職
金

額
も
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
、
よ
り
魅
力

の
あ
る
制
度
と
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
・
建
退
共
福
島
支
部
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話

0
2
4
5
1
幻

0
2
4
4

9 
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村
け
園
田
一
剖

2
2

7，678人(+12) 

3，811人 (+11)

3，867人(+1 ) 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

名

治

夫

男

力

制

務

、
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